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組みであり、生物の多様化が進んだ原因だと
いうのです。

さらには、ウイルスは、人間の母胎内で胎
盤を形成し、妊娠を安定させるための重要な
働きをすることも分かってきました。また、
胎盤内で胚が形成される過程において、ウイ
ルスは人間の脳の発達にも寄与しており、人
間が持つ複雑な感情、たとえば、“ 人を愛す ”
というような感情も、ウイルスの働きによっ
て醸し出されるのだという説も発表されてい
ます。

また、最近ある薬品会社が、今話題のレア
メタル（希少金属）を、細菌入りのバイオカ
プセルで回収する新技術を開発した、とも報
じられています。直径 1 ～ 2 ミリのカプセル
に詰まった 10 億個の細菌の体内に、金属イ
オンを吸収させることによって、携帯電話な
どの基板に欠かせない高濃度のパラジウムな
どを効率よく回収できる仕組で、破棄家電な
ど都市鉱山からのレアメタルの発掘に有効だ
というのです。

このように、バッタやゴキブリあるいは細
菌やウイルスのように、他に害を及ぼすだけ
の迷惑な存在だと考えられていたものが、実
は生命の進化や私たちの生活に重大な役割を
果たしていることが、種々明らかになってき
ています。（部屋でゴキブリを繁殖させてよ
い口実を与えるのは、望むところではないの
ですが…）これからも、神のからだであるこ
の世に在る全てのものは、皆そこに存在する
意味があり、どんなに不要に思えるものでも、
全て陽気ぐらしの為に不可欠なものだという
ことが、科学的にも次々に明らかになってく
ると思います。

その中で、“ 世界は親神様の守護で充ち満
ちている ” と説く我々道の者こそが、常に広
く深い見識を持って、如何なる存在や現象の
中からでも、その価値・有用性を見いだす努
力をして、“ 成ってくる理をよろこぶ ” 教え
を実行し、ややもすればペシミズムに流れが
ちな今の世を、明るい世の様へと替えていき
たいものです。

“ ゴキブリ亭主 ” も “ バイキンマン ” も、
みんな陽気ぐらしを目指す仲間だということ
であります。

今夏訪米した時、シアトルの空港での税関
検査で、みやげに持っていったカップヌード
ルを全部没収されてしまいました。どうやら
九州で発生した口蹄疫を恐れるあまりの対策
だったようです。まさかカップヌードルで口
蹄疫が伝染するとは考えられませんが、たと
えば、今年ある大学病院での院内感染で話題
になった MRSA などによってのパンデミッ
ク（世界的な感染症の大流行）が起きる可能
性はありましたから、検疫も過剰なくらいの
方がよかったのかも知れません。

しかし、実際には、鳥インフルエンザのよ
うに、人間以外のキャリアーによって細菌や
ウイルスが世界にばら撒かれることもありま
すから、検疫だけではパンデミックは防げま
せん。ですから、従来の薬では退治できない
多剤耐性菌などの細菌を殺菌する方法を見つ
けて、流行する前にその根を絶つ必要がある
のですが、それに関して、イギリスの大学の
研究チームが、意外なものの中に、多剤耐性
菌への殺菌効果があることを発見しました。
それは、ゴキブリやバッタの脳組織に、多剤
耐性菌死滅作用があるというものです。ゴキ
ブリやバッタの脳組織には、９種類の抗菌性
たんぱく質が存在し、それが、薬剤が効かな
い多剤耐性菌に対する新たな抗生物質になる
可能性があるというのです。

この世に、何故不衛生の極みだと忌み嫌わ
れるゴキブリや、農作物の虫害の代名詞にな
るバッタなどが生存するのか？神様は何故そ
んなものを創られたのか？などと考えること
がありますが、この殺菌作用についての研究
が進めば、ゴキブリやバッタが、人類を救う
ことになるかも知れないということです。

また、ゴキブリなどに殺菌効果があるのは
結構だが…そもそも何故ウイルスや細菌が存
在するのか？という話でも、たとえば、“ レ
トロウイルスが生命の進化に深く関わってい
る ” という説が発表されています。　

レトロウイルスが宿主の細胞に入り込ん
で、自らがその細胞の一部となって DNA を
書き換える。そして、その変異したＤＮＡを
持つ細胞が分裂して拡散する。そのようなプ
ロセスが繰り返されて、細胞の多様化が進む。
それが、太古の単純な生命体が複雑化した仕
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